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序
 イ ェイ ツ の作 品の 中 に は、 過 去 の 自作 へ の言 及 が あ った り、
彼 自 らが生 み 出 した キ ャ ラ ク ター が 登 場 した りす る。 この よ う
な 、彼 の作 品 間の 依 存度 の強 さは 、 早 くか ら指 摘 され て きた 。
例 え ば 、ダ ニエ ル ・ホ フマ ン(Danie1 Hoffman)は 、「イ ェ イ ツ
の詩 は 、彼 が好 ん で使 っ た表 現 に よ る と何 本 もの 同 じ糸 で織 ら
れ てい るの で 、詩 か ら詩 へ と、時 に は 散文 を 通 じて、 一 本 の 糸
を た どって い くこ とが助 け に な る」と述 べ て い る(Hoffman 17)。
そ の た め読者 は、 イ ェイ ツの あ る詩 を読 む と きに 、彼 の他 の詩
に まつ わ る知識 を求 め られ る こ とが あ るだ ろ う。 しか し、 そ の
作 品 同士 を結ぶ 糸 の カ が 、イ ェイ ツ の 作 品 世 界 を よ り豊穣 な も
の に してい る と言 え る。
 「塔 」("The Tower")は そ の 好 例 を 示 し て くれ る 。 こ の 詩 の
第2部 で 、 イ ェ イ ツ は 自作 の 「レ ッ ドハ ン ラ ハ ン の 物 語 」
("Stories of Red Hanrahan")を 語 り手 に 語 らせ て い る 。 「レ ッ
ドハ ン ラ ハ ン の 物 語 」と は 、『神 秘 の 薔 薇 』(TheSecret Rose)に
収 め られ た6編 の 物 語 の こ と を 指 す 。1イ ェ イ ツ は そ の 主 人 公
レ ッ ドハ ン ラハ ン を 、18世 紀 に 実 在 し た ゲ ー ル 詩 人 、オ ー ウ ェ
ン ・ロ ー ・オ サ リバ ン(Owen Roe O'Sullivan)を モ デ ル に 作 り
出 し た 。「塔 」に 関 係 して い る の は 、主 に こ の 連 作 の 第 一 作 目 「レ
ッ ドハ ン ラ ハ ン 」("Red Hanrahan")で あ る 。 ま ず は 、 こ の 物 語
ユ 第 一 作 目は、元 々 は 「悪 魔 の本 」("The Devil's Book")と して 『ナ
シ ョナ ル ・オ ブ ザー バ ー 』The Na tional Observer(1892年11月
26日)に 掲 載 され た。 後 に 「レ ッ ドハ ン ラハ ン」 と して 『神 秘 の 薔
薇 』の 中 に 入 れ られ た 時 に は、大 輻 な 書 き 直 しが され て い る。 「悪 魔
の本 」 で は 、主 人公 の名 前 に 「赤 毛 の オ サ リバ ン 」("0'Sullivan the
Red")が 使 われ て い る。
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を概 説 して お く必 要 が あ るだ ろ う。 物 語 の 初 め、 ハ ン ラハ ン は
野 外 学 校 の校 長 と して 登 場 す る。彼 はサ ー ウィ ン祭 の 前 夜 、 あ
る小 屋 を訪 れ 、恋 人 の メア リー ・ラベ ル か らの伝 言 を 受 け 取 る。
恋 人 の窮 地 を知 っ た ハ ン ラハ ンは 、彼 女 の も とへ 急 こ うとす る
が、 その 矢 先 、 見 知 らぬ 老 人 に トラ ンプ ゲ ー ム に誘 わ れ る。 そ
の場 にい た男 た ち も加 わ り、総 勢6人 で トラ ンプ をす るの だ が 、
トラ ンプ は 老人 に よっ て 一 匹 の 兎 と猟 犬 の群 れ に 変 え られ 、 小
屋 の 外 に飛 び 出 して い く。 ハ ン ラハ ンは 老人 に焚 き 付 け られ 、
それ らを追 い か け て 野原 を さす らっ た末 、輝 く屋 敷 に案 内 され 、
妖 精 の女 王 と対 面す る。彼 女 は 待 ち くた び れ た表 情 を して い る。
ハ ン ラハ ンは 、彼 女 が何 者 な の か 、そ して何 を待 っ て い る の か
な ど を尋 ね よ うとす るの だ が 、彼 女 の美 し さや場 の 荘厳 さに圧
倒 され 、 言葉 を発 す る こ とが で きない 。彼 女 がた め 息 をつ く と
同時 に彼 は意 識 を失 い 、 そ の 場 に倒 れ るの で あっ た。 一年 後 の
サ ー ウ ィ ン祭 前 日に 目覚 め た彼 は 、す っ か りそ の記 憶 を失 っ て
い る。 よ うや くメ ア リー ・ラベル の こ とを思 い 出 して彼 女 の も
とへ と急 ぐが 、彼 女 が他 の男 と結 婚 して去 って しま っ た こ と を
知 るの で あ る。
 こ の物語 の舞 台 はバ リリー塔 の周 辺 に設 定 され て い る。1913
年 、 イ ェ イ ツ は廃 嘘 同然 の こ の塔二を35ポ ン ドで購 入 し、夏 の
間 生 活 が で き る よ うに 改築 した。 そ れ 以 降、 塔 は彼 の多 くの 作
品 に お い て重 要 な シ ン ボル とな った。「塔 」で はそ の タ イ トル の
通 り、バ リ リー塔 とそ の 近辺 に縁 の あ る伝 説 や物 語 が語 られ る。
ハ ン ラハ ン の物 語 はそ のひ とつ にす ぎ ない が 、そ こで 扱 われ る
話 の 中で は唯 一 イ ェイ ツ の創 作 した もので あ り、 特 に重 要 な機
能 を果 た して い る よ うに思 え る。本 論 で は、「塔 」に お け るハ ン
ラハ ンの物 語 の 役 割 を重 視 し、両 作 品 の 関係 を考 慮 に入れ な が
ら、 この詩 の 第2部 の解 釈 を試 みた い。 ま ず は、 第2部 の語 り
を丁 寧 に読 み な が ら、 ハ ン ラハ ンの物 語 が この詩 の 中に どの よ
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うに織 り込 まれ て い るか を 考 えた い 。 そ して 、 そ の考 奈 を も と
に、「塔 」の 中でハ ン ラハ ンの こ とが 語 られ る部 分 の あ る一 行 の
解 釈 に 関 して、 草稿 と比 較 検 討 しな が ら、 自分 な りの 見解 を述
べ た い 。
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 「塔 」 は3部 構 成 を して い る。 第1部 で は 、 イ ェイ ツ を思 わ
せ る老 詩 人 が 、 肉体 の衰 え に反 して ます ます 想 像 力 が燃 え上 が
る状 態 を ど うす べ きか と悩 み 、想 像 力 を捨 て、 抽 象 的 な 事柄 に
喜 び を見 出す こ とが 老 い た身 にふ さわ しい の で は ない か と 自問
す る。 第2部 にお いて 語 り手 は 、バ リ リー 塔周 辺 に な じみ の深
い伝 説 の者 た ちの 記 憶や イ メ ー ジ を 呼 び 出す 。 ここで は 、 敵 対
者 で あ る農 民 の耳 を贈 られ た フ レン チ夫 人 、遍 歴 のゲ ー ル 詩 人
ラ フ タ リー と彼 の歌 で褒iめ称 え られ た 田合 の美 女 メア リー ・ハ
イ ン ズ 、ハ ンラハ ン、バ リ リー塔 の前 居 住 者 で あ る破 産 した成
り上 が り者 な どにつ い て次 々 と語 られ る。 第3部 にお い て 、 語
り手 は 、人 間 の創 造 力 を高 らか に歌 い 上 げ 、死 を 目前 に して も
歌 い続 け る こ とに よっ て心 の 平穏 を得 よ うとす る。 大 ま か に ま
とめれ ば、第1部 が 問い か け 、第2部 が 答 えに 至 る まで の 試行
錯 誤 の過 程 、第3部 が決 意表 明 とい う構 成 に な っ てい る と言 え
るだ ろ う。
第2部 の 冒頭 で、語 り手 は塔 の 屋 上 とい う高 み に立 ち 、降 霊
術者 の よ うに、廃 嘘 や 老木 か ら伝 説 の者 た ち のイ メー ジ や 記憶
を呼 び 出す 。廃 嘘 や 老 木 は 、彼 の衰 えた 肉 体や 困窮 した 精神 を
表 して い るの だ ろ う。語 り手 は 、伝 説 の者 た ち に質 問 して 死者
の持 っ知 恵 を借 り、 危機 を 打 開 し よ うとす る。 語 り手 の 語 りは
冗 長 で 、 その 口調 自体 が彼 の 混 乱 を 表 して い る よ うに思 え る。
ま た 、8ス タ ンザ に亘 っ て延 々 と語 られ る4つ の逸 話 は 、 最 後
の質 問 とは一 見無 関係 な よ うに思 え る。 しか し、 この 無 秩 序 な
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独 白 には伏 線 が 与 え られ て お り、そ れ に よっ て、彼 の思 考 は徐 々
に結 論 へ と導 か れ て い く。
 語 り手 は 、伝 説 の者 た ち の こ とを語 る うちに、 自分 の過 去 、
特 にモ ー ド ・ゴ ンの こ とを間 接 的 に 思い 出 してい くよ うに 思 え
る。 ハ ン ラハ ン の 直 前 に 語 られ る ラフ タ リー とメ ア リー ・ハ ィ
ンズ の 逸話 に 注 目 した い。 メア リー の崇 拝者 た ち は、 あ る晩 ラ
フ タ リー の 作 っ た 歌 に衝 き動 か され て、 彼 女 の姿 をひ と 目見 よ
う と彼 女 の も とに 向 か うの だ が 、 そ の うち の一 人 が クル ー ン の
大 沼 で 足 を滑 らせ 溺 れ 死 ん で しま うの で あ る。語 り終 わ った 後 、
語 り手 は次 の よ うに述 べ る。
Strange, but the man who made the song was blind; 
Yet, now I have considered it, I find 
That nothing strange; the tragedy began 
With Homer that was a blind man, 
And Helen has all living hearts betrayed. 
 O may the moon and sunlight seem 
One inextricable beam, 
For if I triumph I must make men mad. (II 33-40) 2
不思 議 な こ とだ、 そ の歌 を作 っ た男 は 盲 目だっ た。
だ が それ につ い て よ く考 えた今 で は、
何 も不思 議 に思 わ な い。 悲劇 は
盲 目の ホー マ ー で 始 ま った。
それ 以来 ヘ レン は、す べ て の生 あ る心 を惑 わせ て きた の だ。
ああ 、月 と 日の光 が
ひ とつ の分 か ちが た い 光 に見 え ます よ うに。
2本 文 中 の イ ェ イ ツ の 詩 の 引 用 は す べ て、W.―B. Yeats:The―Poems.
Ed. Daniel Albright(London:Everymal1's Library,1992)によ り 、
括 弧 内 の ロ ー マ 数 字 は セ ク シ ョ ン 番 号 、ア ラ ビ ア 数 字 は 行 数 を 表 す 。
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とい うの も、 も し うま くい け ば 、
私 もき っ と男 た ち を狂 わす に ちが い ない か ら。
ラフ タ リー の歌 った 美 は 、男 た ち を惑 わ せ た 。 ま た 、 ホ ー マー
は 、トロイ戦 争 の 元 凶 とな った 美 女 ヘ レン を描 い た 。語 り手 は、
ラフ タ リー もホー マ ー も盲 目で あ っ た か ら こそ 、想 像 力 に よっ
て絶 世 の美女 を思 い 描 い た とい うこ とに 思 い 至 るの で あ る。 し
か し、 こ こで ホー マ ー の こ とが 話題 に持 ち出 され た理 由 は 、他
に も考 え られ る。 ジ ョン ・ア ン タ レ ッカー(John Unterecker)
も指 摘 す る よ うに、 メア リー と ラ フ タ リー 、ヘ レン とホ ーマ ー
とい う「絶世 の美 女 と詩 人 」の ペ アが 挙 げ られ る こ とに よっ て、
イ ェイ ツの作 品 中で しば しばヘ レ ンに 喩 え られ るモー ド ・ゴ ン
とイ ェイ ツ 自身 の 関係 が示 唆 され る と言 え る(Unterecker 175)。
この よ うに、語 り手 の 冗長 な お しゃ べ りの 言外 に はモ ー ド ・ゴ
ンの存 在 が ほ の めか され るの で あ る。
 ハ ン ラハ ンの物 語 は 、語 り手 が モ ー ド ・ゴ ンの記 憶 へ さ らに
接近 してい くの に巧 み に使 わ れ て い る。 物 語 が どの よ うに語 ら
れ るの か とい うこ と に着 目す る こ とに よっ て 、語 り手 の 心理 プ
ロセ ス を辿 りたい 。 ラフ タ リー の話 の最 後 、語 り手 は詩 人 と し
て 、現 実("sunligh七")と 想 像 力 の持 つ 魔 力("the moon")を 分
か ち が た く結 び っ か せ 、人 に 両者 を 取 り違 え させ たい とい う望
み を表 明す る。 も ち ろん 、 この 望 み は 、 ラフ タ リー の歌 が男 た
ちの正 気 を奪 った 話 を踏 ま え て述 べ られ た も ので あ る。しか し、
こ こか ら 「惑 わせ る者 」 と 「惑 わ され る者 」 の関係 は 、 「詩 人 」
と 「聴 衆」か ら、「作者 」 と 「作 中人 物 」へ と奇 妙 にす り変 わ っ
て い くよ うに思 え る。彼 は 、 自分 の 作 品 の 中 で現 実 と幻 想 を取
り違 え た男 を作 り出 した こ とを思 い 出す の で あ る。
And I myself created Hanrahan
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And drove him drunk or sober through the dawn 
From somewhere in the neighbouring cottages: 
Caught by an old man's juggleries 
He stumbled, tumbled, fumbled to and fro 
And had but broken knees for hire 
And horrible splendour of desire; 
I thought it all out twenty years ago: (II  41-48)
私 自身 もハ ン ラハ ン を生 み 出 し、
夜 明 けの 中で 、彼 を 酔 わせ た り し らふ に させ た りして
近 隣 の 小 屋 の ど こか か ら追 い立 てた 。
あ る老 人 の 奇術 に は ま り、
彼 は つ まず き、 の た うち、 ま ごま ご して行 っ た り来 た り。
ご褒 美 に得 た の は 、 た だ痛 めた ひ ざ と
欲 望 とい う恐 ろ しい輝 き。
私 は この こ と全 て を20年 前 に考 え 出 したの だ 。
こ こで顕 著 なの は 、「そ して私 自身 もハ ン ラハ ンを生 み 出 し_」 、
「私 は こ の こ とす べ て を20年 前 に考 え出 したの だ」 と繰 り返
す こ とに よ って 、 語 り手 が 創 作 者 と しての 意識 を前 面 に出 して
い る とい うこ とで あ ろ う。 ハ ン ラハ ンの災 難 を強 調 して い る の
も特 徴 的 で あ る。老 人 の奇 術 に はま っ たハ ン ラハ ン は、「つ まず
き 、 のた うち、 ま ご ま ご して行 った り来 た り」す るの で あ る。
また 、「彼 を 酔 わせ た りし らふ に させ た り」とい う表 現 か ら、語
り手 がハ ン ラハ ン を意 の ま ま操 った こ とが 示 され る。 さ らに、
「夜 明 けの 中で 」 と時 聞 を指 定 す る こ とに よって 、彼 は月 と 日
の"one inextricable beam"の も とでハ ン ラハ ン を 惑 わせ た こ
とを主 張 して い る よ うに 思 え る。 要 す るに 、彼 は 、 自分 もハ ン
ラハ ン を惑 わせ 悲劇 を創 っ た こ とを主 張 して い るの で あ る。 こ
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の よ うに、語 り手 は 、 自作 の ハ ン ラハ ンの 物 語 を 自分 の 意 図 に
添 う形 で再 現 して い く。
 語 り手 は、 次 の連 で 、物 語 の一 場 面一 奇 術 師 が 兎 と猟 犬 の幻
を作 り出す 場 面一 を語 り出す 。 お そ らく彼 は 、 ハ ン ラハ ンが幻
想 を現 実 と取 り違 え る とこ ろ を詳 しく説 明 しよ うと して 、 この
場 面 を 取 り上 げ る の だ ろ う。 だ が 、 一 旦 語 り始 め られ た 話 は 、
彼 の意 図 して いた と こ ろか ら逸 れ て い くよ うに思 え る。
Good fellows shuffled cards in an old bawn; 
And when that ancient ruffian's turn was on 
He so bewitched the cards under his thumb 
That all but the one card became 
A pack of hounds and not a pack of cards, 
And that he changed into a hare. 
Hanrahan rose in frenzy there 
And followed up those baying creatures towards-
0 towards I have forgotten what—enough! (II  49-57)
陽 気 な仲 間 が 、古 い 囲 い の 中 で トラ ンプ を 切 っ てい た 。
そ して 、 あ の 老 い た 、 な らず 者 の番 が ま わ って き た とき 、
彼 は親 指 の 下 でカ ー ドに 魔法 を か け た の で
トランプ は一 枚 を除 い て み な 、
一 群れ の猟 犬 に な った。 一組 の トラ ンプ で は な く。
そ して彼 は 、そ の 一枚 を 兎 に 変 え た。
ハ ンラハ ンは そ こ で狂 乱 して 立 ち 上 が り、
吠 え立 て る生 き物 につ い て い き一
ああ 、行 き先 は忘 れ て しま っ た一 も うよい!
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イ ェイ ツは な ぜ 語 り手 に 話 を 中断 させ 、「忘れ た」と言 わせ た の
だ ろ うか 。「忘 れ た 」 とい う言 葉 は 、先 の長 い物 語 に 区切 りをっ
けて 、次 の 話 題 を持 ち 出す き っか け を 与 え る とい う機 能 を果 た
して い る。 しか しそ れ と同時 に、 この言 葉 は、読 者 に 「レッ ド
ハ ン ラハ ン」 の 物 語 の結 末 を思 い起 こす こ と を要求 してい る と
も解 釈 で き るだ ろ う。 元 々 の話 で は 、 この後 ハ ンラハ ン が行 き
着 く先 は 異 界 で あ る。 さ らには 、妖 精 の女 王 の前 で怖 気 づ い て
言 葉 を発 す る こ とが で きず 、 彼 女 を手 に入 れ る機 会 を失 い 、異
界 か ら地 上 に戻 され 、 メ ア リー ・ラベ ル を失 うとい う結 末 が待
って い る。 物 語 の 結 末 は、 語 り手 に 、彼 自身 が モー ド ・ゴン と
い う絶 対 美 を求 め続 け て果 敢 な 挑戦 を繰 り返 した こ とや 、手 ひ
どい 挫 折 を経 験 した こ とを 思い 出 させ る もの で あ る。3語 り手
がハ ン ラハ ンの 物 語 の肝 心 な部 分 を思 い 出 さな い の は、 自分 自
身 の痛 々 しい 過 去 の記 憶 と対 峙 す る だ け の準備 が まだ 不 充分 で
あ る こ とを示 して い るの で あ ろ う。
 ス タ ン ・ス ミス(Stan Smi七h)が 指摘 す る よ うに、 奇術 師 と
ハ ン ラ ハ ン は ど ち ら も 語 り 手 の ペ ル ソ ナ で あ る と 言 え る
(Smith 17)。 そ して 、 両者 はハ ン ラハ ンの話 を語 る途 中で入 れ
替 わ る よ うに思 え る。 語 り手 は 初 め 、 自 らをホ ーマ ー や ラ フ タ
リー の系 譜 に位 置 づ け るべ く、 ハ ン ラハ ン を惑 わせ た話 を切 り
出す 。 こ こで の語 り手 の心 理 は 、奇 術 を使 ってハ ン ラハ ン を操
る老 人 と同化 して い る。4し か し、 語 り手 は、20年 前 に作 り出
した 話 を詳 しく思 い 返 す うちに 、む しろハ ンラハ ン こそ が彼 の
分 身 で あ っ た とい うこ とを あや うく思 い 出 しか け るの で あ る。
ハ ン ラハ ンが 兎 と猟 犬 を追 い か けて異 界 へ と向 か った よ うに、
3ハ リス(Daniel Harris)も、語 り手 が ハ ン ラハ ンの 結 末 を 「忘 れ
た 」 と述 べ るの は 、 モ ー ド ・ゴ ン を連 想 させ るか らだ と考 えて い る
(Harris 190-191)0
4初 期 の エ ッセ イ 「呪 法 」("Magic")に お い て、イ ェイ ツ が古 代 の
詩 人 を庭 術 師 の よ うに 見 な して い る こ とが 連 想 され る(44―45)。
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若 い 頃 のイ ェイ ツ もモ ー ド ・ゴン を 追 い求 め た 人物 で あ った の
だ。 語 り手 は、 ハ ン ラハ ンの物 語 を語 る こ とに よっ て 、徐 々 に
モ ー ド ・ゴ ンの記 憶 へ接 近 す るの で あ る。
 この よ うに、語 り手 の 「忘 れ て しま った 」 とい う一 言 か ら、
ハ ン ラハ ンが 女 王 と対 峙す る揚 面 が モ ー ド ・ゴ ン の記 憶 と結 び
つ い て い る こ とが示 唆 され る。 そ して 、 これ らの記 憶 は 、第2
部 で延 々 と続 く語 り手 の試 行 錯 誤 を終 わ らせ る た め には 不 可欠
な もの として機 能 して い る。 第2部 の最 後 で 、 語 り手 は 、ハ ン
ラハ ン に 向か って 次 の よ うに 問 い か け る。
Does the imagination dwell the most 
Upon a woman won or woman lost? 
If on the lost, admit you turned aside 
From a great labyrinth out of pride, 
Cowardice, some silly over-subtle thought 
Or anything called conscience once; 
And that if memory recur, the sun's 
Under eclipse and the day blotted out. (II 97-104)
得 た 女 と失 った 女 、 どち らに よ り一 層
想 像 力 は と どま るの か?
も し失 っ た女 に とい うの で あれ ば、 巨大 な迷 宮 か ら
顔 を背 け た こ とを認 め よ。 プ ライ ドの た め、
臆 病 の た め、何 らか の馬鹿 げ た 過敏 な 思 い の た め、
また は かつ て は 良 心 と呼 ば れ た もの の た め 。
そ して 、記 憶 が 心 に浮 か ぶ と、 太 陽 は
食 に入 り、 昼 は 消 され るの だ と認 め よ。
語 り手 は、 ハ ン ラハ ン に問 い か け る とい う形 で 自分 自身 に問 い
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か けて お り、 問 い 自体 が 答 え となっ て い る。 彼 は 、 お そ ら く 自
分 の 記 憶 を 重 ね な が ら、「プ ライ ドの た め 、臆 病 の た め、馬鹿 げ
た過 敏 な 思 い の た め、良 心 と呼 ばれ た もの のた め 」、ハ ン ラハ ン
が 女 王 の前 で 言 葉 を発 す る こ とが で き なか った と指 摘 す る。 だ
が どの よ うな 理 由で あれ 、 言 葉 を発 しない こ とに よって 、ハ ン
ラハ ンは この 世 で 満 た され な い欲 望 と とも に歌 い続 け る達命 を
選 ん だ と も言 え る。 こ こで 語 り手 は 、不 可 能 な もの を望 む 心や
満 た され る こ との な い 欲 望 こそ 、詩 人 の 想 像 力 そ して創 造 力 の
源 泉 とな っ て い る こ とに思 い 至 るの で あ る。 最後 の二 行 にお い
て 、語 り手 は 、「失 っ た 女 」で あ るモ ー ド ・ゴ ンに まつ わ る記 憶
を心 に思 い 描 くこ とに よっ て理 性 を とば し(日 蝕 のイ メー ジ で
表 され る)、 想像 力 を 取 り戻す 。
 この よ うに 、ハ ンラハ ン の物 語 は 「塔 」 の第2部 で 、語 り手
の思 考 を導 く もの と して 効 果 的 に機 能 して い る。 語 り手 が 、ハ
ン ラハ ンが 妖 精 の 女 王 の 前 で 怖 気づ いて 黙 って しま った 場 面 を
思 い 出す こ と と、 第2部 の最 後 で 「失 った 女 」 で あ るモ ー ド ・
ゴ ン を思 い 出す こ とが 、連 動す る よ う構想 されて い るの で あ る。
興 味 深 い こ とに 、 この 女 王 との 対面 の 記 憶 は 、元 々 の 「レ ッ ド
ハ ン ラハ ンの 物 語 」 にお い て も重要 な役 割 を果 た して い る。 ハ
ン ラハ ンは 異 界 か ら この 世 へ 戻 って きて 目覚 めた 時 、納 屋 を訪
れ た こ と も、 奇 術 師 と トラ ンプ を した こ と も、妖 精 の 女 王 に 出
会 っ た こ と も、す べ て 忘れ て しま っ てい る。「レッ ドハ ン ラハ ン」
の最 後 の場 面 で 、 彼 の記 憶 喪 失 が妖 精 の仕 業 で あ る こ とが ほの
めか され る(17)。 しか し、 「レ ッ ドハ ン ラハ ンの物 語 」全 編 を
通 じて 、ハ ン ラハ ン は、徐 々 に そ の失 わ れ た記 憶 の 断 片 を思 い
出 して い く よ うで あ る。彼 は、トラ ンプ を切 る うち に メア リー ・
ラベ ル の こ とを 思 い 出 し(16)、 海 か ら生 じた影 のひ とっ か ら妖
精 の女 王 を思 い 起 こす(30―31)。 そ して 、 年 老い て 死 ぬ直 前 、
妖 精 の女 王 に訊 けな か った 質 問 を思 い 出 し、 は っ き り と口にす
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るの で あ る(70)。 もち ろ ん、 「塔 」 の 第2部 に お い てハ ン ラハ
ンの こ とが 語 られ る の は一 部 分 にす ぎず 、 両 作 品 の 関係 の み を
強調 して無 理 に類 似 点 を見 出そ う とす る と、 こ の詩 の解 釈 を歪
めて しま う危 険性 も あ るだ ろ う。 しか し、「記 憶 」 とい う観 点 か
ら両作 品 を眺 め た とき 、 これ らの 作 品 は、 全 体 の構 成 に お い て
緩や か に重 な っ て い る よ うに思 え る ので あ る。 イ ェイ ツ は 、 昔
書 い た作 品 を 自 らを 思 わせ る語 り手 に記 憶 を も とに語 らせ る と
い う枠 組 み を用 い て 、「レッ ドハ ン ラハ ンの 物 語 」を 「塔 」の 中
に巧み に織 り込 み 、こ の詩 の解 釈 を重 層 的 に して い る と言 え る。
2
 前 章 で の 考 察 を も と に 、「塔 」 で 語 られ る レ ッ ドハ ン ラハ ン の
物 語 の 、あ る 一 行 の 解 釈 に つ い て 検 討 した い 。語 り手 は 、 「陽 気
な 仲 間 が 古 い 囲 い の 中 で トラ ン プ を 切 っ て い た 」("Good fellows
shuffled cards in an old bawn")と い う言 葉 で 、 ハ ン ラ ハ ン が
奇 術 師 に 操 られ る 場 面 を 語 り始 め る 。 こ こ で 、A・ ノ ー マ ン ・
ジ ェ フ ァ ー ズ(A.Norman Jeffares)は 、 行 末 の"bawn"を
"barn"の 誤 植 で は な い か と指 摘 し て い る(Jeffares 221)。確 か
に 、こ の 一 行 は 、元 の 物 語 の 筋 と は 異 な る 。「レ ッ ドハ ン ラ ハ ン 」
の 中 で は 、 ハ ン ラ ハ ン は"barn"の 中 で 、 奇 妙 な 老 人 と 土 地 の
男 た ち と ト ラ ン プ を して い る 時 に 、 老 人 の 魔 術 で 幻 影 を 見 せ ら
れ 、戸 外 へ 飛 び 出 し て い っ て し ま うの で あ る。一 方 、ダ ニ エ ル ・
オ ル ブ ラ イ ト(Danie1 Albright)は 、"bawn"に 関 して 、 ジ ェ
フ ァー ズ の よ うに 誤 植 だ と は 断 定 し て い な い 。 彼 は 元 の 「レ ッ
ドハ ン ラ ハ ン の 物 語 」 で は 、 トラ ン プ が"barn"で 行 わ れ て い
た こ と を 指 摘 す る に と ど め 、"bawn"と は 「環 状 に 囲 わ れ た 塚 」
("aringed mound")で あ る と い う注 釈 を つ け て い る(Albright
636)。 こ の 一 行 を どの よ うに 解 釈 す べ き で あ ろ う か 。"bawn"を
誤 植 だ と考 え る べ き で あ ろ う か 。
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 草 稿 を 参 照 す る と 、5元 々 は 「田 舎 の 男 た ち が 古 い 納 屋 で ト
ラ ン プ を して い た 」("That country men played cards in an old
barn")と 書 か れ て お り、 「レ ッ ドハ ン ラ ハ ン 」 の 筋 に よ り忠 実
で あ っ た と言 え る 。 しか し、稿 を 重 ね る うち に 、"Tha七country
men"は"Good fellows"に 、"barn"は"bawn"に変 更 され て
い る 。後 者 の 変 更 に つ い て 草 稿 を さ ら に詳 し く検 討 す る と、元 々
は"barn"と 書 か れ て い る が 、 そ の 後 書 き 直 さ れ た 段 階 で は
"bawn"と"bawn"の 両 方 が 見 られ る(但 し、イ ェ イ ツ の 筆 跡 が
不 明 瞭 で あ る た め 、編 集 者 は"bacan"を 不 確 定 と し て い る)。 そ
し て 、 さ ら に タ イ プ ラ イ タ ー で 清 書 され た 稿 で は"bawn"と さ
れ て い る 。 こ の"barn"か ら"bawn"へ と変 更 さ れ た 理 由 に は 、
ど の よ う な 可 能 性 が 考 え られ る だ ろ うか 。 確 か に 、 手 稿 を タ イ
プ し た者 が 打 ち 間 違 え て 、 そ の ま ま 直 され な か っ た と い う誤 植
の 可 能 性 は 捨 て られ な い 。 しか し、 イ ェ イ ツ は"bawn"と タ イ
プ され た 原 稿 の 上 に さ ら に 手 を 加 え て い る た め 、 誤 植 に 気 づ か
な か っ た と い う 可 能 性 は 低 い よ う に 思 え る 。"barn"か ら
"bawn"に 変 更 さ れ た こ と 自 体 に
、 理 由 が あ る と は 考 え ら れ な
い だ ろ うか 。 自 分 な り に 解 釈 を 示 した い 。
 ジ ェ フ ァ ー ズ の よ うな 、"bawn"を"barn"の誤 植 の 可能 性
が あ る とい う指 摘 は 、元 々 の 「レ ッ ドハ ン ラハ ンの物 語 」 の筋
と異 な る よ うに解 釈 す べ き では な い とい うこ とを根 拠 と して い
る の だ ろ う。 しか し、そ もそ も、元 々の 物 語 の筋 と厳 密 に照 ら
し合 わせ て 「塔 」 を読 む とい うこ とが正 しい 読 み方 で あ る とは
限 らない の で は な い か 。語 り手 は 、20年 前 の 自分 の作 品を一 語
一 句 正 確 に、 順 序 立 て て説 明 して い るわ けで は ない 。 例 え ば 、
元 々 の 「レ ッ ドハ ン ラハ ン」 の トラ ンプ の 場 面 にお い て 、奇 術
師 は兎 を出 して か ら猟 犬 を出 してい るが(8-9)、 「塔 」 にお い て
5草 稿 を 検 討 す る際 に は、主 にイ ェイ ツ の手 書 き の文 字 を編 集 者 が
活 字 に した も の を参 考 に した(The Tower(1928ルManuscript
Ma terials 94-95,120-121)0
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語 り手 は、 順 序 を逆 に して 語 っ てい る。 ま た 、 先 章で 考 察 した
よ うに 、彼 は 自分 の都 合 に合 わせ て 自作 を 思 い 出 した り忘 れ た
りしな が ら、 物 語 を再構 築 してい る ので あ る。 この詩 の 文 脈 と
照 ら し合 わせ た 時 、 この語 り手 の語 り違 い に は 理 由が あ る とは
考 え られ ない だ ろ うか。
 こ こ で 、"That country men"が"Good fell ws"に 変 え られ
た こ と も視 野 に 入 れ た い 。The Oxford English Dictionaryの
"fellow"の 項 に よ る と、"Good fellows"と は 、 「陽 気 で 社 交 的 な
仲 間 の 一 団 」("aset ofjolly or sociable companions")を 指 す 。
しか し 、 妖 精 を 連 想 させ る 言 葉 で あ る と も 言 え る の で は な い だ
ろ うか 。6ア イ ル ラ ン ドで は 、 妖 精 を 名 指 し で 呼 ん で 怒 らせ な
い た め に 、 「良 い 人 々 」("good people")と 呼 ぶ 。 こ の こ と に っ
い て イ ェイ ツ は 、 妖 精 の こ と を 『と て も 怒 り っ ぽ い の で 、 あ ま
り彼 ら の こ と を 語 っ て は い け な い し 、『紳 士 た ち 』("gentry")と
か 『良 い 人 た ち 』("good people")を 意 味 す る 『デ ィ ナ ・マ ッハ 』
("daoine maithe")と い う 呼 び 名 以 外 は 口 に し て は い け な い 」
と述 べ て い る(Writings 8)。 一 方 、"bawn"は 、 「要 塞 化 さ れ た 囲
い 」("afor七ified enclosure")、 「家 畜 の 囲 い 」("a cattlefold")の
こ と を 指 す(O.E.1).)。 ま た 、 地 方 に よ っ て は 、 単 に 「農 家 に 隣
接 した 土 地 」 ("afarmyard")や、 r牛 の 乳 搾 りに 使 用 す る た め
の 家 屋 の 近 くの 草 地 」 ("the green field near七he homestead
where cows are brought to be milked")な ど を 指 す に も 使 わ れ
る とい う(Joyce 214)。 こ の よ う に 、"bawn"と い う語 の 指 し
示 し得 る も の が 多 岐 に 亘 る た め 、 こ の 行 の"an old bawn"が 、
具 体 的 に 何 を 指 し示 す の か 特 定 す る の は 難 し い 。 だ が 、 語 の 起
6こ の 点 につ い て 、第228会 イ ェ イ ツ研 究 会 に お い て 、『ア イ ル ラ
ン ド各 地 方 の 妖 精 課 と民 話 』 (Fairy andFolk Tales of the lrish
Peasantry)に"good people"に つ い て の記 述 が あ る こ と と併 せ て 、
佐 野 哲 郎 先 生 か ら貴 重 な ご指 摘 を い た だ い た。
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源 を考 慮 に入 れ て も、7何 らか の古 い 囲 い の こ とか 、 あ る い は
そ の跡 地 の こ と を指 す と解 釈 す るの は 問違 い で は な い だ ろ う。
この言 葉 か ら、 妖 精 が 出没 す る場所 につ い て 、 イ ェ イ ツ が次 の
よ うに説 明 して い る こ と が思 い 出 され な い だ ろ うか:「 アイ ル
ラ ン ドの 至 る と こ ろ に堀 り割 りで 囲 まれ た 小 さな 野原 が あ り、
そ れ は 昔 の 要塞 や 羊 を飼 っ た囲 い だ と信 じられ て い る。 こ うし
た もの が 、 円型 土 砦 とか 土 砦 とか 、 あ るい は 『王 領 』 とか、 さ
ま ざま に 呼 ばれ て い る場 所 で あ る」(『ケル ト妖 精 物 語 』320)。
この よ うな場 所 で は 、 妖 精 にい たず らを され た り連 れ 去 られ た
りす る と考 え られ た。 ま た 、『アイル ラ ン ドの妖 精 諦 と民話 』
(lrish Fairy and―Folk Tales)に お い て も、 イ ェイ ツ は、 この
よ うな 土地 は古 代 ケ ル ト人 が 自分 の 身 と家 畜 を守 るた め に防備
を固 め 、石 室 を 築 い た 場 所 で あ り、 妖 精 た ち がそ の跡 を 占拠 し
た の だ と説 明 して い る(344n)。"an old bawn"は 、 この よ うな
妖 精 と関係 の深 い 場 所 の こ とを 暗示 し得 る の では な い か 。 も ち
ろん 、彼 は 「良 い 人 々 」("good people")、 「円型 土 砦 」("rath")、
「土 砦 」("fort")と い っ た よ うな 、 直接 的 に妖 精 に 関 わ る言 葉
を使 っ て い る わ けで は な い 。 一 義 的 に は 、"Good fellows"も
"an old bawn"も
、 よ り一 般 的 な意 味 で解 釈 す べ きで あ ろ う。
しか し、 これ らの言 葉 に は 、妖 精 の存 在 へ の ふ くみ が持 た され
て い る とは考 え られ な い だ ろ うか。2つ の言 葉 が 同 日寺に使 わ れ
る こ とに よ って 、裏 に潜 む 意 味 合 い が強 め られ る よ うに 思 え る。
 ま た、 妖 精 と トラ ンプ とい う組 み 合 わ せ に も着 目 したい。 ホ
フマ ン は、 妖 精 と トラ ン プ とい うモ チー フが 、イ ェイ ツが収 集
した 民話 の 中 に繰 り返 し現 れ る こ とを指 摘 してい る(Hoffman
71)。 イ ェイ ツ の 詩 作 品 の 中で 、妖 精 と トラ ンプ ゲー ム をす る と
7"bawn"は ア イ ル ラ ン ド 語 の"badhum"が 英 語 化 さ れ た 言 葉 で
あ り 、"badhum"は 、 「牛 の 囲 いJ("a cow―keep")を 意 味 す る"ba"
と 「囲 い 、 ま た は 砦 」("akeep or fortress")を 意 味 す る"dun"か
ら 派 生 し た と い う (Joyce 214)。
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い うモ チ ー フ が 使 わ れ て い る 有 名 な も の は 、 ホ フ マ ン も 挙 げ て
い る よ うに 、 花 嫁 さ らい の 話 で あ ろ う。 イ ェ イ ツ は 、 ア イ ル ラ
ン ド西 部 の 民 話 収 集 に 熱 中 し て い た 頃 、 ス ラ イ ゴ ー の バ リ ソデ
ィ ア に 住 む 女 性 に ゲ ー ル 語 の 詩 を 訳 し て も ら い 、 「空 の 妖 精 群 」
("The Host of the Air")と い うバ ラ ッ ドに 翻 案 して い る。 ま た
同 じ話 を 散 文 で 記 録 し、 「人 さ ら いJ("Kidnappers")の中 に 収
め て い る 。 「人 さ ら い 」 は 、オ ド リ ス コル と い う若 者 が 帰 路 、湖
の 畔 で 、 妖 精 た ち が 彼 の 新 婚 の 花 嫁 ブ リジ ッ ドを 連 れ 帰 る と こ
ろ に 遭 遇 す る場 面 か ら始 ま る 。 こ の 話 で は 、 妖 精 た ち は 「陽 気
な ― 団 」("ajolly company")と 記 述 され て お り、 オ ド リ ス コル
は 妖 精 た ち の こ と を 、 「陽 気 な 人 間 の 一 団 」("acompany of
merry mortals")だ と 思 い 違 い を す る の で あ る(Wr咜ings
41)。 こ の よ うに 、 「人 さ らい 」 で は 、 妖 精 た ち を 形 容 す る の に
"merry"や"jolly"とい う言 葉 が 使 わ れ て い る の が 目 を ひ く。
ま た 、 バ ラ ッ ドの 「空 の 妖 精 群 」 に お い て も 、 オ ド リ ス コ ル が
トラ ン プ をす る 相 手 の3人 の 老 人 の こ と を 「陽 気 な 老 人 た ち 」
("もhe merry old men";29)と 述 べ て い る。憶 測 の 域 を 出 な い が 、
イ ェ イ ツ が"Good fellows[_]"の 一 行 を 書 い た 時 、 こ の 「トラ
ン プ を す る 陽 気 な 妖 精 た ち 」 の こ と が 、 彼 の 頭 を よ ぎ っ た と は
考 え られ な い だ ろ うか 。
 元 々 の 「レ ッ ドハ ン ラハ ン 」 にお い て 、 奇術 師 の老 人 はお そ
ら く妖 精 か 妖精 に近 い 者 で あ り、 トラ ンプ ゲ ー ムはハ ン ラハ ン
を妖 精 の世 界 へ と 向 か わせ る き っ か け と な る 出 来 事 で あ る。
「塔 」 にお い て そ の トラン プ の場 面 で 、妖 精 を示 唆す る言 葉 の
組 み合 わせ が使 われ てい る とい うこ とが 、 偶 然 で あ る とは思 え
な い。 こ の詩 の文 脈 にお い て 、妖 精 の こ とを ほ のめ かす こ とに
意 味 が あ る とは考 え られ な い だ ろ うか。 ハ ン ラハ ンの こ とを語
る時 、語 り手 は妖 精 に 関す る こ とを 一切 思 い 出 さな い。 妖 精 の
こ とを言 及 しな い ば か りか 、 ハ ン ラハ ンが 兎 と猟 犬 を追 っ て行
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き着 いた 妖 精 の 世 界 の こ と も 「忘 れ て 」 お り、 妖 精 の 女 王 との
対 面 を思 い 起 こす こ とを迂 回 しよ う とす る。 しか し、 前 章 で 見
た よ うに、 語 り手 が 、ハ ン ラハ ン と女 王 の対 面 の 場 面 を 思 い 出
す こ とこそ が 、 第2部 の 試 行錯 誤 に終 止符 を打 っ 鍵 とな っ て い
る。 つ ま り語 り手 は 、 レ ッ ドハ ン ラハ ンの話 を語 る時 、 思 い 出
す べ き部 分 を 避iけ て い る の で あ る 。"Good fellows shuffled
cards in an old bawn"と い う一 行 は 、語 り手 が頭 の 片 隅 に追 い
や ろ うと して い る妖 精 に 関す る記 憶 が 、無 意 識 の うち に彼 の語
りに影 響 して い る こ と を示 唆 して い る ので は ない か 。
 第2部 で は 、言 葉 の持 つ 多義 性 に よっ て妖 精 の こ とが ほ の め
か され る例 が 、他 に も見 られ る。 語 り手 は 、第2部 の最 後 でハ
ン ラハ ンの こ と を 「奇 術 師 が もの 寂 しい草 地 に送 り出 した赤 毛
の男 」"The red man the juggler sent/Through God-forsaken
meadows"(II 76-77)と 呼び か け る。 こ こで の"God―forsaken"
とは、 「(場所 が)人 里 離 れ た」 とい う意 味 で あ ろ う。 だ が、 文
字 通 り 「神 に 見 捨 て られ た」 とい う意 味 も重 ね られ て い るの で
は ない か。 妖 精 は 、 異 教 の神 々 が縮 小 した 存在 、 ま た は堕 天使
で あ り、最 後 の 審 判 の 際 に は消 えて しま う存在 で あ る とい う。8
ハ ン ラハ ンが 奇 術 師 に送 り出 され た先 が、妖 精 の 国 で あ った こ
とを考 え併 せ た 時 、"Godforsaken"と い う言 葉 が妖 精 の存在 を
暗 示 して い る と考 え るの は無 理 の な い解 釈 で あ る よ うに思 え る。
こ の よ うに 、 イ ェ イ ツ は言 葉 の 多義 性 を使 っ て、 語 り手 の背 後
で、 彼 が 思 い 出 す べ き 自作 の物 語 の一 場 面 の こ とを示 唆 して い
る ので あ る。
8イ ェ イ ツ は、 妖 精 の 起 源 と して 、異 教 の 神 トゥア ハ ・デ ・ダ ナ ー
ン縮 小 説 と堕 天 使 説 を挙 げ て い る(lrish―Fairy and―Folk Tales 1)。
ま た 、最 後 の審 判 に 関 して は 、 同書 に収 め られ て い る、T・ ク ロ フ
トン ・ク ロー カー(T.Crofton Croker)に よ る 「司祭 の 晩 餐 」("The
Priest's Supper")を 参 照(9-13)。 こ の話 で は 、妖 精 た ちが 司 祭 を
晩 餐 に迎 え た 男 に 対 して 、 最 後 の審 判 の 際 に 自分 た ち の魂 も救 われ
る の か 司祭 に 聞 い て くれ と頼 む 。
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 以 上 考 察 して き た よ う に 、"Good fellows"と"an old bawn"
とい う語 の 組 み 合 わ せ は 、 語 り 手 が 思 い 出 す こ と を 迂 回 し て い
る 妖 精 の 存 在 を 示 唆 し て い る と 考 え られ な い だ ろ うか 。 イ ェ イ
ツ の 意 図 は 定 か で は な い が 、 草 稿 段 階 で は 元 々 の 話 に 忠 実 な
"That coun七ry men played cards in an old barn"が、最 終 的 に
"Good fellows shuffled cards in an old bawn"へ 変 え られ た こ
と に よ っ て 、「塔 」で 語 られ る レ ッ ドハ ン ラハ ン の 物 語 は 、 は る
か に 示 唆 に 富 み 、 豊 か な 解 釈 を 孕 む よ うに 思 え る 。
結び
 本稿 で考 奈 して き た よ うに 、 「レ ッ ドハ ン ラハ ンの物 語 」 は 、
「塔 」 の 中 でイ ェイ ツ を思 わ せ る語 り手 に語 られ る こ と に よ っ
て 、巧 み に取 り入 れ られ て い る。 「塔 」の第2部 の、一 見 した と
こ ろ気 ま ぐれ な語 り 口の背 後 に あ る 、語 り手 の 心理 プ ロセ ス を
完 全 に解 明す るの は難 しい 。 しか し、ハ ン ラハ ンの話 をひ とつ
の切 り口 と して 、 そ の一 端 を推 測 す る こ とが で き る。即 ち 、 自
作 の物 語 の 中のハ ン ラハ ン と妖 精 の 女 王 の対 面 の場 面 を 「忘 れ
た 」 とす る語 り手 の心 理 を探 る こ と に よっ て 、 第2部 の 決 定 的
な質 問 に至 るま で の伏 線 を捉 え る こ とが で き る。 ハ ンラ ハ ン と
女 王 との対 面 の場 面 を思 い 出 し、 モ ー ド ・ゴ ン を思 い 出 す こ と
が 、試 行 錯 誤 を終 わ らせ る鍵 とな る よ うに構 想 され て い る の で
あ る。 ま た、 決 定 的 な瞬 間 を 思 い 出 して い く とい う全 体 の構 成
にお い て も、 「レ ッ ドハ ン ラハ ンの 物 語 」 と 「塔 」 の第2部 は、
緩や か に重 なっ てい る と言 え る。
 ま た 、 そ の 考 奈 を踏 ま え て 、"Goodfellows shuffled cards in
an old bawn"と い う一 行 の 解 釈 を 草 稿 と 比 較 し な が ら検 討 し
た 。 こ の 一 行 は 元 々 の レ ッ ドハ ン ラ ハ ン の 話 と は 異 な る た め 、
誤 植 で あ る と も考 え られ て い る 。 し か し、 本 論 で は 、 こ の 元 の
話 と の 相 違 に は 理 由 が あ る の で は な い か と 考 え た 。 ハ ン ラ ハ ン
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の物 語 を語 る時 、語 り手 は妖 精 の世 界や 女 王 の こ とを一 切 思 い
出そ うと しな い。"Good fellows"と"an old bawn"と い う言 葉
は、 多 義 的 に機 能 す る こ とに よ って 、彼 が 思 い 出す べ き記 憶 を
示 唆 す る役 割 を果 た して い る と解 釈 で きる の では な い か。
 レ ッ ドハ ンラ ハ ン の こ とを周 辺 知 識 に位 置づ けて 無 視 を して
も、「塔 」を読 む こ とは で き る。だ が 、この 詩 の第2部 に お い て、
語 り手 が逸 話 を語 り、 答 え を捻 出す るまで の過 程 のお も しろ さ
は 、 元 々 の物 語 と照 ら し合 わ せ る こ とに よっ て初 めて 充 分 に 味
わ うこ とが で き る と言 え る。 イ ェイ ツは 、 こ の2っ の作 品 を一
本 の 糸 で巧 み につ な ぐ こ とに よって 、略 」に豊 か な解 釈 を与 え
て い るの で あ る。
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